
 

 

 

 

－地域とともにある学校づくりの推進－ 
 

学校運営協議会は、山形市教育委員会が、学校や地域の実情に応じて設置するもので、本校では

昨年度設置されております。主な役割として、①校長が作成する学校運営の基本方針を承認するこ

と、②学校運営について、教育委員会や学校に意見を述べること、③教職員の任命に関する意見を

述べることができること、④地域にある活動組織と協働を進めていくこと等があります。 

 １２月６日（水）に今年度２回目の学校運営協議会を開催し、教育活動の一部を観ていただいた

上で意見をお聞きしたことや、来年度の山形八中の教育活動の現段階での方向性について説明した

ことを報告いたします。 

 

＜給食試食会＞ 

 中学生が、食べている給食を試食していただきました。何十年ぶり

で給食を食べたという委員の方もおられました。「小学校の給食より、

やはり量は多いですね」「意外と質素で、私たちの頃の給食の方がよ

かった感じがする」「給食以外には部活が終わるまで何も食べないの

だからお腹がすく子もいるだろう」「紙パックの牛乳をストローなし

でどのようにして飲んでいるの？」などの疑問や感想がありました。 

学校からは、市の給食センターが、十分に栄養と摂取すべきカロリーを管理して提供しているこ

とや、給食委員や担任が、残さずしっかり食べるように指導していることを説明しました。 

 

＜生徒会役員との懇談会＞ 

 生徒と直接話をする機会を設けました。生徒会長、副会長２名が、

生徒会立会演説会のときの公約を基に、どのような八中を創りたい

かを述べてくれました。委員からは、次のような要望が出ました。 

 １ 西部工業団地にある企業でも社会貢献としてごみ拾いを行っ

ている。生徒会で行っているごみ拾いボランティアは良いこと

なので、定期的に継続できるように頑張ってください。できれば

学校周辺以外もできるように検討してみてください。 

 ２ 黙々清掃など、八中生は真剣に取り組んでいるときいていますが、学区には、古い小学校も

あり、八中生より児童数が少なく、低学年では隅々まで清掃しきれないので困っています。学

校帰りに１０分、１５分、小学校の清掃ボランティアなどできないものでしょうか。 

 ３ 登下校中、農作業をしているときに、自分から挨拶する八中生が多く、八中はあいさつがよ

いと感じる。互いにあいさつすることは、地域の人が生徒を見守ると同時に中学生が地域のお

年寄りを見守るような「地域見回り活動」にもつながる。あいさつ運動が、よりよいものにな

っていくことを期待したい。 

 ４ 雪掃きボランティアも学校以外の部分もできないものか？ 

   （この件は現在、社会福祉協議会の方から生徒会に的場公民館の入り口から玄関の除雪の要

請が来ており、１２月のリーダー研で話をする予定です） 
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＜授業参観＞  

 ５校時の１年社会、２年国語、３年体育、あじさい学級の授業をみ

ていただきました。ＰＴＡ以外の委員のみなさんは、現在の授業の様

子を生で見る機会がなかったため、多くの驚きがあったようです。ま

た、教室移動の際に学校施設の様子も見ていただき、多くの意見をい

ただきました。 

・ 教育の本質は変わらないが、黒板をホワイトボードに替え、 

プロジェクタのスクリーンとして利用していたり、一人一台端末を活用し、実際に授業を受けた

りしている姿を目の当たりにして時代の変化を感じる。 

・ ハイテクな世の中だが、授業中タブレットＰＣの操作技能に差があることが気になった。 

・ 授業の取り組みは、規律正しくてよい。 

・ 中学生は体が大きく、１クラスの中に３０人近くいると教室が意外とせまく感じる。 

＜その他＞ 

・ 生徒会役員の受け答えが予想以上にしっかりしており、驚いた。 

・ 村木沢や大曽根の文化祭で、地区の子どもに限定せず、八中生全員の絵を掲示することができ

た。八中生全体を一つと考えて、３地区の垣根を取り外すことで参加できる子を増やし、地域活

性化につなげることは意義がある。 

・ 西山形の文化祭で、八中生を中心とする団体が、花笠ダンスをしてくれて地域が盛り上がった。

エネルギーをいただいたことに、この場をかりてお礼が言いたい。 

・ 校内の清掃が行き届いている。空き教室が多くなったと感じる。 

 

＜来年度の山形八中の教育活動の現段階での方向性＞ 

 １ 学校教育目標を達成するためのスケール・メリットを生かした教育の推進 

 ２ ゆるやかな全員担任制の導入 

（だれにでも相談できる体制づくり、校内ＯＪＴによる教科以外の教員の指導力アップ） 

 ３ 英検等の資格取得への継続した後押し 

 ４ ほぼ教科１人の体制であるゆえの課題への対応 校外研修の充実等 

 ５ 部活動顧問複数制に対する対応 

 ６ 来年度の１年生からの部活動任意加入制の導入 

 ７ 地域との交流の継続 

 ８ 教育課程について 

  ① スクラム８を１０月平日開催（気温変化に左右されないため） 

  ② 創立記念式の簡素化（全校集会形式に）※ただし、１０周年毎に正式な式典を行う。 

  ③ 非認知能力を軸にした、自立をうながす意図的な教育活動の推進 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 1月の主な予定 ～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 

 9日（火） 始業式 ／ 給食スタート 

10日（水） 生徒会専門委員会／3年模擬テスト 

11日（木） 進路激励会 

17日（水） 西山会小中オンライン交流会 

19日（金） 実用英語検定 

26日（金） 1年いのちの教育 

29日（月） 新入生保護者説明会（あじさい交流館）      11月27日 

                              「赤い羽根共同募金贈呈 

                                     （校長室にて） 


